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○訪問市町村
・ 令和５年６月２２日（木）： １市町村 ・ ・ ・ ・ ・ 北海道運輸局単独
・ 令和５年６月２３日（金）： １市町村 ・ ・ ・ ・ ・ 北海道運輸局単独
・ 令和５年７月１１日（火）： ２市町村 ・ ・ ・ ・ ・ 北海道運輸局 / 北海道開発局 共同

○プロモート内容
・ 移動等円滑化促進方針（マスタープラン）・バリアフリー基本構想の概要説明
・ 移動等円滑化促進方針（マスタープラン）・バリアフリー基本構想の作成メリット
・ 北海道における移動等円滑化促進方針（マスタープラン）・バリアフリー基本構想の作成状況

等

○各市町村へ移動等円滑化促進方針（マスタープラン）及びバリアフリー基本構想の作成
をプロモート

実施概要

実施趣旨

移動等円滑化促進方針（マスタープラン）・バリアフリー基本構想作成プロモート
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○開催日 令和４年９月～１０月
○共 催 北海道旅客鉄道 株式会社
○協 力 ＮＰＯ法人 手と手、ＮＰＯ法人 プリズムさっぽろ、（社福）釧路市社会福祉協議会

ＮＰＯ法人 共生シンフォニー、（一社）北海道視覚障害者福祉連合会
○後 援 北海道
○参加者 北海道旅客鉄道 株式会社 社員
○実施概要
① 座学
・障害者差別解消法の考え方
・接遇ガイドラインに基づく接遇方法
・視覚障がい・車いすユーザー当事者による講話
・意見交換

鉄道事業者

障がい当事者にもご協力いただき、講話や乗降車・介助体験等を通じて配慮すべき点を確認すると
ともに、乗務員と障がい当事者相互の意思疎通を図ることによって、心のバリアフリーを推進。

北海道運輸局主催 バリアフリー教室開催概要（令和４年度）

② 実技
・車いすユーザー・介助体験
・視覚障がい者・介助体験

ＪＲ北海道研修センター（札幌） ＪＲ釧路駅 ＪＲ帯広駅 ＪＲ函館駅 2



北海道運輸局主催 バリアフリー教室開催状況（令和４年度）

○開 催 回 数：１０回 ○参加人数：２９０名
○実施市町村：６市（札幌市、函館市、旭川市、釧路市、帯広市、北見市）
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日 程 場所 参加対象者
参加

体験内容等
人数

R4.7.23
R4.7.24

イオン平岡 来場者 78
バス車内のバリアフリーの説明
車いす乗車体験

R4.7.29
上川合同庁舎（北海道上川総合振

興局）３階講堂
民間事業者及び市町村担当者 43 講話：障害者差別解消法

R4.9.13
ＪＲ北海道研修センター JR北海道 社員 32

講話：車いす（9/13）、視覚障害（9/14）
体験：視覚障害、車いす

R4.9.14

R4.10.18 北海道旅客鉄道（株）・釧路 JR北海道 社員 ９ 講話：視覚障害、車いす 体験：視覚障害、車いす

R4.10.19 北海道旅客鉄道（株）・帯広 JR北海道 社員 4 講話：車いす 体験：視覚障害・車いす

R4.10.23 北星学園大学 札幌市内小学3・4年生 29 北星学園大学・札幌市子ども会と共催

R4.10.27 北海道旅客鉄道（株）・函館 JR北海道 社員 10 講話：障害者差別解消法 体験：視覚障害

R4.10.31 新札幌わかば小学校 小学4年生 59 体験：視覚障害、車いす

R5.1.30 北見市立留辺蘂中学校 中学１年生 26 あすチャレ！ジュニアアカデミー



国土交通省では、交通事業者等にバリアフリー整備ガ
イドラインに基づく施設整備を推奨しているところであ
るが、事業者等に説明を行う際、なぜこのような定めに
なっているのか等、理解する必要が生じた。

今般、障がい当事者の擬似体験や介助体験をすること
で、普段の生活では気づきにくい・気づかない障壁や、
バリアフリー設備の構造等について、新たな気づきを得
て、障がい当事者や介助者への理解を深め、今後の業務
における醸成を図ることを目的に、バリアフリー体験会
を行った。

○日 時：令和４年１２月５日（月）１３：３０～
○場 所：札幌市営地下鉄 西１１丁目駅・大通駅
○内 容：車いす利用者、視覚障がい者擬似体験及び介

助体験
○参加者：北海道運輸局鉄道部計画課
○協 力：北海道運輸局交通政策部バリアフリー推進課
○体験者の感想
・視覚障がい者に位置関係を正確に伝えることの
大変さを実感することが出来ました。

・車いすを利用している方に対して周囲は避けて通行し
てくれるものと認識していたが、案外避けてくれず通
行人が持つ荷物が自分の顔等に当たってけがをしそう
な恐怖に襲われた。

・市営地下鉄職員の対応が丁寧で非常に良かった。（駅
員には擬似体験中である旨告げておりません）

バリアフリー整備ガイドラインチェック
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○開催日 令和５年７月８日（土）～ ９日（日）
○共 催 清田区役所、北海道中央バス、北海道運輸局、清田区子ども会育成連合会

北星学園大学・北星学園大学短期大学部、イオン北海道
○後 援 北海道運輸局
○協 力 清田消防署・清田消防団、（独）自動車事故対策機構
○参加者 ８日：69枚、９日：116枚（アンケート回答者）
○実施概要

①バス車内のバリアフリーの説明
・車いすスペースのこと ・ベビーカースペースのこと
・優先座席のこと ・配色の工夫に関すること

②車いす乗車体験
・操作方法の説明 ・車内への乗車体験

③バス運転士/バス利用促進PR（旅客第一課）

札幌市清田区が取組しているバス利用促進の一環として開催した「きよた“バス楽しんでこ”イベント
２０２３」に北海道運輸局も参加しバリアフリー教室等を実施。

「きよた“バス楽しんでこ”イベント２０２３」 への参加
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○開催日 令和５年７月１６日（日）
○主 催 当別町、株式会社マクニカ
○参加者 １３６枚（アンケート回答者）
○実施概要

①バス車内のバリアフリーの説明
・車いすスペースのこと ・ベビーカースペースのこと
・優先座席のこと ・配色の工夫に関すること

②車いす乗車体験
・操作方法の説明 ・車内への乗車体験

③バス運転士/バス利用促進PR（旅客第一課）

１１年ぶりに開催した「当別町バスまつり ２０２３」に北海道運輸局も参加しバリアフリー教室等を
実施。

「当別町バスまつり ２０２３」 への参加

6



○開催日 令和５年７月２２日（土）
○主 催 北海道運輸局
○共 催 樺戸山金剛寺
○協 力 特定非営利活動法人 手と手
○後 援 北海道
○参加者 小学生１～６年生３０名、中学生４名、高校生１名、

大学生６名
○実施概要
①視覚障害者擬似・介助体験
・目隠しをして昼食
・白杖とアイマスクを使用し擬似体験、交代し介助も体験

②高齢者擬似・介助体験
・高齢者擬似セットを着用し擬似体験、交代し介助も体験

樺戸山金剛寺が小学生を対象に開催した１泊２日宿泊体験「夏のてらこや２０２３」における授業とし
て、バリアフリー教室を開催。

「金剛寺 夏のてらこや２０２３」 においてバリアフリー教室を開催

7


